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終戦の翌年、満州を追われた与論
開拓団。故郷与論はアメリカの統
治下となり戻ることができず、第
二の故郷を求めて、田代盤山に入
植しました。先遣隊 20 名の炊事班
として当時 16 歳で入植した有馬芳
子さんに、当時の話を伺いました。

第二の故郷を求めた開拓団の歴史

与
論
町
と
の
姉
妹
盟
約
か
ら
半
世
紀

後
世
に
継
ぐ
開
拓
魂

特
集



満州から引き揚げた与論開拓団のうち 165 人が新たな故郷を求めて田代大原を開拓。
不十分な道具で少しずつスギや雑木を伐採し、株間を山鍬で開墾しました。

与論町との姉妹盟約から半世紀

後世に継ぐ開拓魂
特
集

日
本
の
敗
戦
か
ら
75
年
。

戦
後
に
生
ま
れ
た
国
民
が
８
割
を
超
え
、

戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
に
は
他
人
事
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

家
族
を
残
し
、
戦
場
に
散
っ
た
尊
い
命
。

当
時
の
体
験
を
語
り
継
ぐ
人
が
年
々
少
な
く
な
る
今
、

二
度
と
同
じ
過
ち
を
犯
さ
な
い
た
め
に
も
、

先
人
の
歴
史
に
目
を
向
け
、
体
験
者
の
肉
声
に
触
れ

後
世
に
語
り
継
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

75
年
前
の
夏
、
多
く
の
国
民
が
絶
望
し

打
ち
の
め
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
懸
命
に
前
を
向
き

「
生
き
る
た
め
」
に
立
ち
上
が
り
ま
す
。

時
代
に
翻
弄
さ
れ
た
与
論
開
拓
団
が
満
州
で
迎
え
た
敗
戦
。

そ
の
翌
年
、
第
二
の
故
郷
を
求
め
て
田
代
盤
山
に
入
植
し
ま
す
。

忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
昭
和
21
年
７
月
18
日
。

こ
の
日
を
き
っ
か
け
に
田
代
と
与
論
は
つ
な
が
り
、

新
た
な
歴
史
を
刻
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

昭
和
44
年
６
月
７
日
に
結
ば
れ
た
両
町
の
姉
妹
盟
約
。

そ
れ
か
ら
半
世
紀
も
の
長
き
に
渡
り
交
流
は
続
き
ま
す
。

あ
ま
り
語
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
開
拓
団
の
歴
史
。

し
か
し
、
語
り
継
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
真
実
が
あ
り
ま
す
。

失
わ
れ
た
多
く
の
尊
い
命
、

先
人
た
ち
が
築
い
た
歴
史
の
上
に
、

私
た
ち
は
生
き
て
い
る
の
で
す
。
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昭
和
７
年
、
日
本
の
陸
軍
部
隊
「
関
東

軍
」
に
よ
っ
て
現
在
の
中
国
東
北
部
に
建

国
さ
れ
た
満
州
国
。
当
時
の
日
本
は
世
界

恐
慌
の
あ
お
り
を
受
け
、
深
刻
な
経
済
不

況
に
陥
っ
て
い
ま
し
た
。
と
く
に
農
村
経

済
を
支
え
て
い
た
養
蚕
業
は
大
打
撃
を
受

け
、
農
家
は
借
金
を
背
負
い
、
町
や
村
も

多
く
の
負
債
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。

　

農
村
地
域
の
経
済
再
建
、
都
市
部
の
失

業
者
対
策
と
し
て
、
昭
和
11
年
か
ら
本
格

的
に
進
め
ら
れ
た
「
満
州
農
業
移
民
百
万

戸
移
住
計
画
」。
移
民
に
よ
る
満
州
国
の

経
営
、
農
村
地
域
の
過
剰
人
口
問
題
の
解

決
、
疲
弊
し
た
農
村
経
済
の
立
て
直
し
、

食
料
増
産
な
ど
も
目
的
と
さ
れ
、
20
年
間

で
５
百
万
人
の
移
住
を
目
指
し
、
政
府
は

国
策
と
し
て
押
し
進
め
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
背
景
に
は
満
州
国
の
支

配
や
防
衛
と
い
っ
た
軍
事
的
な
目
的
も
あ

り
、
日
本
の
戦
況
悪
化
や
、
ソ
連
軍
侵

攻
な
ど
、
結
果
と
し
て
約
27
万
人

の
開
拓
団
の
う
ち
８
万
人
以

上
が
亡
く
な
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

第
二
の
故
郷
を
求
め
、

未
開
の
大
陸
に
架
け
た
虹

明
治
の
与
論
は
チ
フ
ス
や
コ
レ
ラ
、
天
然
痘
な
ど
の
悪
疫
で
千
数
百
人
を
超
え
る
死

者
を
出
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
度
重
な
る
台
風
や
干
ば
つ
に
よ
る
食
料
不
足
。
集
団
移

住
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
島
民
は
、口
之
津
や
満
州
に「
第
二
の
故
郷
」を
求
め
ま
し
た
。

３歳で与論島から満州へ移住。敗戦後、
田代盤山へ姉２人と入植した。現在は自
治会長を務め、開拓団の歴史を語り継ぐ。

盤山自治会
山田 榮一 自治会長

Interview

姉妹盟約までの歩み
錦江町と与論町

花火や市中パレードで島民から
盛大な歓迎を受けました。式典で
両町長が調印。1,000 人以上が
つめかけ祝賀会が行われました。

姉妹盟約の式典は与論町で行われ、
本町から 12 名が出席。パレードや
与論献奉で熱い歓迎を受けました。

人口過密により満州への分村
計画が立てられ、昭和 19 年
に 130 戸が満州国錦州盤山に
入植しました。翌年には終戦
を迎え、日本へ引き揚げるこ
とになりますが、故郷与論島
はアメリカの統治下となり帰
島することができません。そ
こで内地開拓を目指し田代大
原地区への入植を決めました。

満
州
の
盤
山
へ
分
村
の
た
め
入
植

戦
時
下
、
与
論
島
は
人
口
過
密
対
策
と

し
て
移
住
を
計
画
。
二
度
目
の
移
住
先

が
満
州
国
（
現
在
の
中
国
）
で
し
た
。

敗
戦
後
に
田
代
大
原
へ
入
植

敗
戦
後
、
与
論
島
は
ア
メ
リ
カ
の
統
治

下
に
置
か
れ
て
い
た
た
め
帰
島
で
き

ず
、
第
二
の
故
郷
を
求
め
て
田
代
へ
。

田
代
町
と
姉
妹
盟
約
を
締
結

入
植
を
き
っ
か
け
に
交
流
が
始
ま
り
、

23
年
後
の
昭
和
44
年
６
月
７
日
に
、
与

論
島
で
姉
妹
盟
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

与
論
島
は
奄
美
諸
島
で
一
番
小
さ
な
島

で
、
高
台
で
も
標
高
90
ｍ
と
平
ら
な
島
で

す
。
山
や
川
は
な
く
、
周
囲
が
約
23
㎞
と

車
な
ら
30
分
ほ
ど
で
１
周
で
き
ま
す
。

　
「
船
か
ら
だ
と
分
か
り
に
く
い
が
、
飛

行
機
か
ら
見
れ
ば
ど
れ
だ
け
島
が
小
さ
い

か
よ
く
分
か
る
」
と
話
す
山
田
榮
一
さ
ん

も
、
与
論
か
ら
満
州
へ
移
住
し
た
開
拓
団

の
一
人
。そ
の
割
に
昔
か
ら
人
口
が
多
く
、

口
之
津
や
三
池
に
千
数
百
人
を
移
住
さ
せ

た
明
治
の
集
団
三
池
炭
鉱
移
住
後
も
、
減

る
ど
こ
ろ
か
増
え
続
け
、
昭
和
10
年
代
に

は
人
口
が
８
千
人
を
超
え
て
い
ま
し
た
。

　

村
当
局
が
三
池
に
続
く
「
第
二
の
集
団

移
住
」を
考
え
て
い
た
頃
、国
の
手
に
よ
っ

て
本
格
的
に
進
め
ら
れ
た
の
が
満
州
移
民

田代 盤山

屋久島

韓国

北朝鮮

中国
（満州）

与論島

奄美大島

沖縄

移
住
し
た
翌
年
に
迎
え
た
日
本
の
敗
戦

　

与
論
開
拓
団
が
満
州
に
入
植
し
た
の

は
昭
和
19
年
の
春
か
ら
秋
。
国
策
と
し

て
押
し
進
め
ら
れ
た
「
満
州
開
拓
集
団

移
民
」
が
始
ま
っ
た
昭
和
７
年
が
第
一

次
試
験
移
民
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
与
論

開
拓
団
は
12
年
も
経
過
し
て
か
ら
の
開

拓
団
で
し
た
。
翌
年
８
月
に
日
本
は
敗

戦
を
迎
え
、
満
州
を
追
わ
れ
る
歴
史
か

ら
み
て
も
、
与
論
開
拓
団
は
あ
ま
り
に

「
遅
す
ぎ
る
開
拓
団
」
だ
っ
た
の
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
だ
け
遅
い
入
植
の
割

に
受
入
体
制
は
整
っ
て
お
ら
ず
、
住
宅

は
お
ろ
か
、
衣
類
や
食
料
に
も
不
自
由

し
て
い
ま
し
た
。
飲
み
水
は
、
濁
っ
た

た
め
池
か
ら
汲
ん
だ
水
を
ろ
過
し
た
も

の
で
、
塩
分
も
多
く
不
衛
生
な
環
境
。

「
食
料
増
産
。
お
国
の
た
め
―
―
」
の

美
名
の
割
に
は
、
戦
時
中
と
は
い
え
、

あ
ま
り
に
ひ
ど
い
受
入
体
制
で
し
た
。

昭 和 56 年 に、 田 代 入 植 35 周 年
を記念して発行された「盤山開拓
三十五年の歩み」。開拓当時の思
いを受け継ぐため、先遣隊長の手
記や当時の写真も掲載している。

入植記念日の７月 18 日に毎年集
まり黙とうを捧げている。「今年
は新型コロナの影響で集まれな
かった。来年は入植 75 年目。夏
に向け準備を進める」と榮一さん。

写真は入植 70 年の式典で撮影したもの

入植 35 周年記念事業で建てられ
た記念碑。公民館敷地内の小高い

丘に公園を整備し、慰霊碑も
建てられた。満州開拓から

盤山入植までの歩みや、
第 13 次 与 論 開 拓 団 の
名前が刻まれている。

盤山公民館に続く道路沿い約 2km
に植栽された１万２千本を超える
アジサイ。開拓団の一員として故
有馬功氏が、盤山を訪れる人たち
の心を和ませたいと植え始めた。

錦
江
町
と
与
論
町
が
姉
妹
盟
約
締
結

与
論
町
と
初
の
町
職
員
人
事
交
流

交
流
事
業
と
し
て
職
員
の
人
事
交
流
が

行
わ
れ
、
本
町
か
ら
牧
原
弘
弥
主
事
が

２
年
間
、与
論
町
へ
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

姉
妹
盟
約
20
周
年
で
田
代
へ
来
町

20
周
年
を
記
念
し
て
与
論
町
か
ら
10
名

が
田
代
に
来
町
。
同
年
に
与
論
町
で
記

念
式
典
が
行
わ
れ
、
固
い
握
手
で
限
り

な
い
友
好
と
交
流
を
確
認
し
ま
し
た
。

入
植
60
年
周
年
と
な
る
平
成
18
年
６
月

７
日
に
、
錦
江
町
と
与
論
町
が
あ
ら
た

め
て
姉
妹
盟
約
を
締
結
。
こ
れ
ま
で
と

変
わ
ら
ぬ
、
揺
る
ぎ
な
い
絆
と
交
流
を

誓
っ
て
、
両
町
長
が
署
名
し
ま
し
た
。

「
少
年
の
船
」
で
交
流
が
始
ま
る

田
代
か
ら
52
名
、
与
論
か
ら
45
名
の
子

ど
も
た
ち
が
「
少
年
の
船
」
で
互
い
の

町
を
訪
問
。友
好
の
絆
を
深
め
ま
し
た
。

「
食
料
増
産
、
お
国
の
た
め
に
―
―
」

第
二
の
故
郷
を
求
め
た
苦
渋
の
決
断

計
画
で
し
た
。
そ
の
頃
の
農
村
は
不
況
の

あ
お
り
で
生
活
が
苦
し
く
、
都
会
へ
出
た

若
者
も
失
業
し
て
帰
っ
て
く
る
時
代
。
耕

地
面
積
の
少
な
い
与
論
島
民
は
、
政
府
か

ら
「
満
州
へ
行
け
ば
広
大
な
土
地
を
分
け

与
え
る
。
渡
航
費
用
も
出
す
」
と
進
め
ら

れ
、
第
二
の
故
郷
を
求
め
て
分
村
移
住
と

い
う
苦
渋
の
決
断
を
強
い
ら
れ
ま
す
。

与論町との姉妹盟約から半世紀

後世に継ぐ開拓魂
特
集

- 第１章 -
歴史を継ぐ

昭和44年
平成元年

昭和63年
平成18年

平成27年
昭和21年

昭和19年
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日
本
敗
戦
の
知
ら
せ
が
与
論
開
拓
団
に

届
い
た
の
は
８
月
18
日
。
３
日
遅
れ
て
の

知
ら
せ
で
し
た
。
す
で
に
日
本
の
敗
戦
を

知
っ
た
現
地
住
民
は
、
土
地
を
奪
わ
れ
た

恨
み
か
ら
暴
民
と
化
し
、
開
拓
団
は
逃
げ

る
間
も
な
く
、
満
州
の
住
民
ら
に
襲
撃
を

受
け
ま
す
。
そ
の
頃
、
ソ
連
軍
の
満
州
侵

攻
に
備
え
、
開
拓
団
の
若
い
男
性
た
ち
も

戦
場
に
召
集
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
開
拓
団

に
残
っ
て
い
た
の
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

高
齢
者
や
女
性
、
子
ど
も
た
ち
―
―
。

　
「
抵
抗
も
で
き
ず
、
す
べ
て
の
食
料
や

家
財
、
衣
服
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
武
器
を

持
っ
た
暴
民
の
襲
撃
は
さ
ら
に
続
き
、
逃

げ
場
を
失
っ
た
人
た
ち
は
、
た
め
池
で
入

　

与
論
開
拓
団
の
一
員
と
し
て
祖
父
母
と

母
、
妹
、
弟
、
親
戚
の
８
人
で
満
州
へ
入

植
し
た
有
馬
芳
子
さ
ん
。
当
時
14
歳
で
し

た
。
第
二
の
故
郷
を
求
め
た
開
拓
団
で
し

た
が
、
敗
戦
に
よ
り
入
植
後
わ
ず
か
１
年

で
満
州
を
追
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
頃
、
沖
縄
や
与
論
島
を
含
む
奄
美
群

島
は
ア
メ
リ
カ
の
統
治
下
と
な
り
帰
島
で

き
な
い
状
況
。
新
た
な
土
地
を
求
め
、
ゼ

ロ
か
ら
の
再
出
発
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

す
。
当
時
の
状
況
を
、
芳
子
さ
ん
へ
の
取

材
と
、
手
記
を
も
と
に
お
伝
え
し
ま
す
。

犠
牲
を
忘
れ
ず
新
た
な
地
を
求
め
て

前
を
向
き
一
歩
ず
つ
集
落
を
築
い
た

開
拓
団
に
届
い
た
３
日
遅
れ
の
知
ら
せ

　

与
論
開
拓
団
は
、
昭
和
21
年
６
月
、
満

州
か
ら
博
多
港
を
経
由
し
て
鹿
児
島
へ
引

き
揚
げ
ま
し
た
。
当
時
、
沖
縄
や
奄
美
群

島
は
ア
メ
リ
カ
の
統
治
下
に
置
か
れ
て
い

た
た
め
、
密
航
以
外
に
与
論
に
戻
る
手
段

は
な
く
、
霧
島
や
出
水
、
川
内
な
ど
を
候

補
に
新
た
な
入
植
地
を
検
討
。
水
と
薪
が

豊
富
な
田
代
に
決
め
ま
し
た
。「
与
論
で

も
満
州
で
も
、
水
と
薪
を
得
る
の
に
苦
労

し
た
か
ら
で
し
ょ
う
」
と
芳
子
さ
ん
は
続

け
ま
す
。
鹿
児
島
市
の
収
容
所
か
ら
20
人

の
先
遣
隊
と
、
炊
事

を
担
当
す
る
女
性
４

人
が
、
昭
和
21
年
７

月
18
日
に
田
代
大
原

に
到
着
。
芳
子
さ
ん

も
家
族
を
残
し
、
16

歳
で
炊
事
班
と
し
て

同
行
し
ま
し
た
。

　

先
遣
隊
は
、
現
在

の
集
落
入
口
に
テ
ン

ト
を
張
り
、
初
め
て

見
る
ス
ギ
や
雑
木
の

深
い
森
に
圧
倒
さ
れ
つ
つ
も
、
不
十
分
な

道
具
で
慣
れ
な
い
伐
採
作
業
を
始
め
ま

す
。
伐
採
し
た
木
を
下
草
と
一
緒
に
焼
き

払
い
、
株
間
を
耕
作
。
小
さ
い
株
な
ら
３

年
か
ら
４
年
で
伐
根
で
き
ま
し
た
が
、
大

き
な
も
の
に
な
る
と
10
年
以
上
経
た
な
い

と
抜
け
ま
せ
ん
。
入
植
初
期
は
人
海
戦
術

に
よ
る
焼
畑
農
業
で
し
た
。

　

作
業
は
困
難
を
極
め
、
さ
ら
に
食
料
不

足
か
ら
栄
養
失
調
に
陥
り
ま
す
が
、
な
ん

と
か
８
月
ま
で
に
40
㌃
を
開
墾
し
、
芋
や

野
菜
を
植
え
付
け
ま
し
た
。
年
末
に
は
54

戸
１
６
５
人
が
入
植
。
多
数
の
仲
間
を
亡

く
し
た
「
盤
山
を
忘
れ
な
い
」
を
合
言
葉

に
集
落
の
名
は
盤
山
に
決
ま
り
ま
し
た
。 昭和 24 年 6 月、鹿児島

に上陸し九州を縦断し
た デ ラ 台 風。 死 者 252
人・行方不明者 216 人・
負 傷 者 367 人 の 人 的
被害に加え、住家全壊
1,410 棟など甚大な被
害を与えた。２年後
に襲来したルース
台風でも 400 名
を 超 え る 死 者
を出した。

デラ台風 /
　ルース台風の襲来▶

　
「
芋
、
麦
、
陸
稲
、
ソ
バ
と
な
ん
で
も

作
り
ま
し
た
。
食
事
は
ア
ザ
ミ
や
ク
ワ
の

葉
な
ど
食
べ
ら
れ
る
も
の
は
石
う
す
で
ひ

い
て
雑
炊
に
。
味
付
け
は
わ
ず
か
な
塩
や

味
噌
。ム
カ
ゴ
や
茶
が
ら
も
食
べ
て
い
た
」

と
芳
子
さ
ん
。
昭
和
23
年
に
は
開
拓
農
協

を
設
立
、
24
年
に
は
自
力
で
水
力
発
電
を

整
備
し
、
各
戸
の
電
灯
や
精
米
、
製
粉
、

製
材
用
の
電
力
も
賄
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
こ
の
年
、
盤
山
青
年
団
を

結
成
。
敬
老
会
や
演
芸
会
を
開
催
し
、
与

論
の
唄
や
踊
り
で
賑
や
か
だ
っ
た
そ
う
で

す
。
し
か
し
、
毎
年
の
よ
う
に
台
風
被
害

を
受
け
、
昭
和
24
年
に
襲
来
し
た
デ
ラ
台

風
で
は
死
者
３
名
、
２
年
後
の
ル
ー
ス
台

風
で
は
住
宅
５
戸
が
全
壊
。
農
作
物
の
被

害
も
甚
大
で
、
こ
の
ま
ま
農
家
を
続
け
る

か
判
断
を
迫
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

↑後世に引き継ぎたいと芳子さ
んがこれまでの体験を記した手
記、「私の人生論」。全 39 ページ。

水
自
決
を
図
り
ま
し
た
。
自
決
と
い
っ
て

も
、
頭
を
押
し
込
ん
で
殺
し
て
も
ら
っ
た

よ
う
な
も
の
。
地
獄
の
よ
う
で
し
た
」。

　

日
本
へ
帰
国
で
き
た
の
は
、
敗
戦
の
翌

年
６
月
２
日
。50
人
以
上
の
自
決
に
加
え
、

引
き
揚
げ
ま
で
に
40
人
以
上
の
団
員
が
栄

養
失
調
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
残
っ
た
団

員
た
ち
は
、
引
き
揚
げ
後
の
生
活
に
つ
い

て
考
え
始
め
ま
す
。「
故
郷
の
与
論
に
帰

り
た
い
が
、
家
や
土
地
と
い
っ
た
財
産
は

す
べ
て
処
分
し
て
い
る
。
周
囲
の
反
対
を

押
し
切
っ
て
移
民
し
た
人
も
い
て
、
帰
り

た
く
て
も
帰
れ
な
い
人
が
多
か
っ
た
。
内

地
で
も
う
一
度
、
開
拓
を
や
り
直
す
と
い

う
声
が
自
然
と
上
が
っ
て
い
た
」
と
当
時

の
記
憶
を
振
り
返
り
ま
す
。

田代入植までの歩み

先遣隊に続き約 50 人の団
員と 5 名の炊事班が入植し
た。結果的に 54 戸、165
人が田代に入植。総会を開
き集落名が盤山に決まる。

「とにかく生きることに必死だった」と語る

満
州
か
ら
鹿
児
島
へ
引
き
揚
げ

昭和21年
昭和22年

昭和24年
昭和23年

昭
和
21
年
６
月
３
日
、
博
多
港
を
経
由

し
て
鹿
児
島
の
伊
敷
収
容
所
に
到
着
。

牛
８
頭
と
、
豚
７
頭
を
導
入
し
、
作
業

班
ご
と
に
１
頭
ず
つ
割
り
当
て
た
。

24 名で青年団を結成。町清之
進組合長の「渇しても盗泉の
水は飲まず」を合言葉に団歌
も作成。年中行事も決めた。

開
拓
農
業
協
同
組
合
を
設
立

盤
山
青
年
団
の
結
成
と
団
歌
作
成

各
班
ご
と
に
家
畜
を
導
入
し
た

昭和24年

デ
ラ
台
風
で
は
３
名
の
死
者
が
出
る

デ
ラ
台
風
／
ル
ー
ス
台
風
が
襲
来

昭和24年

6kw の発電で、電灯
や製材用に使った。

水
力
発
電
で
各
戸
に
電
気
が
通
る

田
代
盤
山
に
先
遣
隊
が
入
植

昭和21年

昭
和
21
年
７
月
17
日
、
先
遣
隊
20
名
と

炊
事
班
が
池
田
福
利
隊
長
の
引
率
で

収
容
所
を
出
発
し
18
日
に
入
植
し
た
。

家族と故郷へ帰る――。
生きることがすべてだった

「人間は１対１では殺さないから…」
母はそう何度も私に言い聞かせ、手を引いて一晩中逃げました。

17 歳のとき家族で与論島から満州へ移住した。満州開拓
団は徴兵がないという約束だったが、ソ連軍が侵攻して
きたため、開拓団の若い男たちも徴兵された。敗戦後は
ハルピンを経由して帰国。家族は先に田代へ入植してい

ました。当時は丸太を組んで茅をかぶせただけの家。
当然、電気も通っていない。日本軍が使ってい
た発電機を運び出し、自分たちで設置。ロウ
ソクも買えない生活が続いていたので、家に
電灯が灯ったときのことは忘れられない。

Intervie　森 德一 さん（盤山自治会）  

与論町との姉妹盟約から半世紀

後世に継ぐ開拓魂
特
集
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亡
き
母
と
の
約
束
を
守
る
た
め
に
――
。

今
あ
る「
平
和
」は
先
人
か
ら
の
贈
り
物

　

度
重
な
る
台
風
被
害

を
受
け
、
こ
の
ま
ま
農

家
を
続
け
る
か
迷
っ
て

い
た
頃
、
畑
の
土
が
流

れ
な
い
よ
う
畔
に
植
え

て
い
た
、
畦
畔
茶
に
目

が
止
ま
り
ま
す
。
台
風

の
被
害
も
受
け
ず
、
力

強
く
新
緑
の
芽
を
ふ
い

て
い
ま
し
た
。「
夫
と

こ
れ
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
翌
年
、
ヤ

ブ
キ
タ
の
改
良
品
種
の
苗
を
分
け
て
も
ら

い
、
４
人
で
30
㌃
の
畑
に
植
え
付
け
の
が

始
ま
り
だ
っ
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。
営

農
指
導
員
に
技
術
を
教
わ
り
、
昭
和
32
年

に
盤
山
茶
業
振
興
会
を
結
成
。
36
年
に
は

初
め
て
の
茶
摘
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
翌
年
、
全
国
茶
共
進
会
で
二
等
を
受
賞

す
る
な
ど
高
い
評
価
を
得
て
品
質
の
良
さ

　
「
当
時
は
と
に
か
く
食
べ
る
こ
と
に
必

死
で
し
た
。
伐
採
し
た
切
株
の
あ
い
だ
を

山
鍬
で
耕
し
て
野
菜
を
植
え
て
い
き
ま

す
。
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
種
を
ま
き
、
初
め

て
収
穫
し
た
と
き
は
、
畑
に
し
ゃ
が
み
こ

ん
で
泣
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
母

に
も
食
べ
さ
せ
て
あ
げ
た
か
っ
た
…
」と
、

を
実
感
し
ま
す
。
そ
の
後
、
茶
工
場
や
病

害
虫
の
防
除
施
設
、
電
力
供
給
な
ど
茶
産

地
と
し
て
の
環
境
を
整
備
。
さ
ら
に
、「
全

国
家
の
光
大
会
」
で
県
代
表
と
し
て
芳
子

さ
ん
が
取
り
組
み
を
発
表
し
、
全
国
１
位

と
な
る
農
林
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
「
盤
山
は
標
高
が
高
く
、
香
り
高
い
良

質
な
お
茶
の
栽
培
に
適
し
て
い
ま
す
。
集

落
全
員
の
協
働
、
団
結
の
お
か
げ
で
受
賞

で
き
た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
」。

限られた時間。故郷の歴史を
次代へ引き継ぐことが使命

涙
を
浮
か
べ
当
時
の
心
境
を
話
し
ま
す
。

雨
が
降
る
と
集
落
の
共
同
作
業
が
で
き
な

い
た
め
、
２
km
ほ
ど
離
れ
た
営
林
署
の
山

へ
苗
木
を
植
え
に
行
く
日
々
。
仕
事
の
あ

と
は
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
い
、
小
学
校
に
通

う
妹
と
弟
に
持
た
せ
る
弁
当
を
作
る
た

め
、
地
元
の
家
を
回
っ
て
食
べ
物
を
恵
ん

で
も
ら
い
ま
し
た
。「
田
代
の
人
た
ち
に

は
本
当
に
感
謝
し
て
ま
す
。
で
も
、
自
分

に
親
代
わ
り
が
で
き
て
い
る
か
毎
日
不
安

で
し
た
。
苦
し
く
て
も
、
何
も
な
く
て
も

人
に
笑
わ
れ
な
い
よ
う
育
て
な
け
れ
ば
。

そ
れ
が
母
と
の
約
束
だ
っ
た
か
ら
――
」。

　

今
年
、
戦
後
75
年
と
い
う
節
目
を
迎

え
た
日
本
。
太
平
洋
戦
争
だ
け
で
も
、

３
百
万
人
を
超
え
る
犠
牲
者
を
出
し
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。「
も
う
」
で
は
な
く

「
た
っ
た
」
75
年
前
に
起
き
た
事
実
を
忘

れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。あ
れ
か
ら
日
本
は
、

戦
争
と
無
縁
の
平
和
を
享
受
し
、
奇
跡
と

も
言
え
る
発
展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
当
時
の
体
験
を
語
れ
る
人
は
年
々

減
っ
て
い
ま
す
。
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代

に
と
っ
て
、「
あ
た
り
ま
え
」
と
な
っ
て

い
る
平
和
。
し
か
し
、
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
無
関
心
の
ま
ま
で
は
、
こ
の
平
和
を

守
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
歴
史
に
目
を

命と平和の重みを子どもたちに伝えている

写真提供：田代小学校

先遣隊の炊事を担当した
有馬 芳子 さん（盤山自治会）
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集
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向
け
、
先
人
の
声
に
耳
を
傾
け
る
。
そ
の

体
験
と
思
い
を
受
け
継
ぐ
姿
勢
が
問
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
「
戦
争
で
多
く
の
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
は
そ
の
犠
牲
の
上
に
生
き
て
い
ま

す
。
あ
の
時
代
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
永

遠
の
平
和
が
続
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
」
と
語
っ
た
芳
子
さ
ん
。
命
と
平
和
の

重
み
、
そ
し
て
故
郷
を
求
め
た
開
拓
団
の

歴
史
を
語
り
継
ぐ
こ
と
が
使
命
と
語
る
芳

子
さ
ん
は
４
年
前
、
与
論
か
ら
の
満
州
開

拓
、
田
代
盤
山
へ
の
入
植
の
歴
史
を
綴
っ

た
「
私
の
人
生
論
」
を
執
筆
。
小
学
生
に

向
け
て
開
拓
団
の
歴
史
を
生
き
た
声
で
伝

え
る
な
ど
、
自
信
の
思
い
を
繋
い
で
い
ま

す
。
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
が
、
そ
の
記

憶
を
心
に
刻
み
、
次
代
の
平
和
の
道
し
る

べ
に
な
る
こ
と
を
願
い
。

14 歳で与論島から満州へ移住。敗戦によ
り満州を追われ、第二の故郷を求めて田
代盤山に先遣隊炊事班として入植。90 歳。

盤山青年団の団歌から一部抜粋

盤
山
青
年
団
　
団
歌

有
馬 

芳
子　

作
詞

山
田 

實　
　

作
曲

あ
あ
若
人
よ
我
等
こ
そ

第
二
の
与
論
築
く
た
め

骨
も
命
も
こ
の
土
地
に

埋
め
る
覚
悟
で
働
け
ば

い
つ
か
花
咲
く
明
日
が
来
る

KINKO TOWN PUBLIC RELATIONS  2020.129 8広報



　

小
学
生
の
と
き
ト
ワ
イ
ラ
イ

ト
事
業
で
与
論
島
を
訪
れ
ま
し

た
。
空
と
海
が
と
て
も
青
く
綺

麗
だ
っ
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ

て
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
れ
以
上
に
受
け
入

れ
て
く
れ
た
島
の
人
た
ち
の
温
か
さ
が
嬉

し
か
っ
た
こ
と
は
今
も
忘
れ
ま
せ
ん
。
今

回
、
手
紙
を
書
い
た
の
は
、
そ
ん
な
与
論

島
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
発
生
し
、

同
じ
中
学
生
が
休
校
や
行
事
自
粛
な
ど

困
っ
て
い
る
と
聞
い
た
か
ら
で
す
。
も
し

自
分
が
同
じ
立
場
な
ら
、
ど
ん
な
に
心
細

い
か
、
不
安
か
考
え
ま
し
た
。
今
、
自
分

た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
、
手
紙
を
送
る
こ

と
く
ら
い
で
す
が
、
こ
の
事
態
を
乗
り
越

え
、収
束
し
た
ら
交
流
を
深
め
た
い
で
す
。

　Interview

半
世
紀
の
時
を
超
え

先
人
の
思
い
は
つ
な
が
っ
て
い
く

小
さ
な
島
を
襲
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ク
ラ
ス
タ
ー
。

来
島
自
粛
と
い
う
非
常
事
態
の
対
応
に
追
わ
れ
る
与
論
島
の
人
た
ち
を
思
い
、

自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
必
死
に
考
え
、
行
動
し
た
子
ど
も
た
ち
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

姉
妹
盟
約
が
つ
な
い
だ
絆
を
受
け
継
ぐ
子
ど
も
た
ち

与論中学校の生徒の皆さんへ

  与論町は私たちが暮らしている田代と昔から交流があり、現在も夏休みに小中学生が訪問させていただくなど繋がりがあります。訪れた小中学生は、美しい海での様々な活動をはじめとする貴重な体験や与論町の方の温かいおもてなしが心に残り、一生の思い出ができたと大変感謝しています。
　さて、今回、お手紙を書かせていただいたのは、与論町が新型コロナウイルスの影響で困っているというニュースを聞き、縁ある与論町の与論中学校の皆さんと交流することで、お互いに新型コロナウイルスに負けない元気を出し、中学校生活を乗り切ることができたらと考えたからです。　　田代中学校は、昨年度の３月２日からの約１か月間、今年度の４月２２日から約３週間、学校が休校になりました。夏休みは８月１日から３１日までの短縮となりました。卒業式は卒業生のみ、入学式も一部省略で行われました。部活動は多くの大会が中止となり、最後の地区総体もできませんでした。私は野球部の主将をしていましたが、なぜ自分たちの時にという正直悔しい思いがあります。でも、苦しいのは私だけではないこと、一緒に悩み、涙した仲間や先生がいること、何よりこの経験は絶対無駄ではないという強い思いで、乗り越えることができました。　２学期は、体育大会、文化祭、延期になっていた修学旅行等があります。

通常通りではなく、縮小や変更が出てくるかもしれません。そのような中でも、田代中の仲間と協力して頑張りたいと思います。　きっと与論中学校も同じように、今までも多くの行事が変更になったり、
今後も変更が出たりすることもあると思いますが、お互い新型コロナに負けずに、ぜひ乗り越えていきましょう。早く終息して欲しいですが、その間、私たち中学生が元気な姿を見せて、地域の皆さんにもエネルギーを届けたいですね。最後までお読みいただきありがとうございました。

錦江町立田代中学校 ３年 生徒会長　德永 莉玖

苦しいときこそ支え合う
与論中の生徒と手紙で交流

田代中の生徒会を代表し、与論中学校の生徒に向
けてメッセージを送った前生徒会長の德永くん。

「自分たちも同じ立場ならきっと不安。少しでも
支えになれたら」と思いを話してくれました。

田代中学校 ３年  德永 莉
り く

玖 さん（前生徒会長）

写真左から 6 年▶野口美羽さん、5 年▶岩切和博くん、谷口琉依くん、宮田蓮くん

大原小の全児童 14 名が春から育てた、
もち米 25kg を与論の小学校へ届けま
した。新型コロナによる休校や行事
の相次ぐ中止に悩む姉妹町の子ども
たちを応援したいとメッセージも
同封。水田のない与論島の小学
生に栽培の様子も分かるよう写
真も添えて思いを伝えました。
収束して会える日を願って。

田代中学校の皆さまへ

　お返事が遅くなり申し訳ありません。先日は心温まるお手紙を送っ

ていただき、ありがとうございました。とても嬉しかったです。与論

島では、７月の新型コロナウイルスの件はひとまず落ち着き、日常を

取り戻しています。そちらはいかがでしょうか。田代中学校がある地

域も大変ではないでしょうか。

　与論中学校では生徒集会を開催して、皆さんからのお手紙を紹介さ

せていただきました。その後の感想では、多くの生徒が同じように行

事が変更されるなかから、私たちを励ましてくれる気持ちに感動し、

一緒にこの状況を乗り越えていきたいという思いを抱いていました。

　与論島には中学校が１校しかなく、他校の生徒会との交流が難しい

状況にありますが、今回、姉妹町というご縁で交流し、寄り添ってく

れる中学校があることを知り、とても心強かったです。

　私たちは、11 月上旬にある文化祭に向けて準備をしています。皆さ

んの中学校でも文化祭が行われる時期でしょうか。与論中では、発表

日を学年ごとに分散する形式で行われます。形式は違いますが、発表

に込める思いは変わらず、どの学年も昼休みや放課後を利用して劇や

エイサーなど一生懸命取り組んでいます。

　３年生にとっては中学校最後の文化祭なので、実施できることに感

謝し、観てくれる方を元気にできるよう頑張りたいです。田代中学校

の文化祭も無事開催できることを祈っています。

　最後になりますが、今回は本当に私たちのことを心配してくださっ

てありがとうございます。新型コロナウイルスに負けずに頑張ってい

きましょう。そしてこれからも引き続き田代中学校と交流できること

を楽しみにしています。

与論町立与論中学校 生徒会代表 ３年 吉田 莉萌

大原小の児童がもち米届ける
与論の学校給食に大原のもち米が！

　

今
年
７
月
、
与
論
島
で
新
型
コ
ロ
ナ
に

よ
る
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
。
町
で
は
来
島

自
粛
を
呼
び
か
け
る
な
ど
緊
急
の
対
応
が

と
ら
れ
ま
し
た
。
人
口
５
千
人
ほ
ど
の
小

さ
な
島
に
感
染
症
指
定
医
療
機
関
は
あ
り

ま
せ
ん
。
さ
ら
に
３
割
以
上
が
重
症
化
リ

ス
ク
の
高
い
65
歳
以
上
。
住
民
た
ち
の
間

に
は
大
き
な
不
安
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

白
い
砂
浜
と
透
明
な
海
か
ら
「
東
洋
の

真
珠
」
と
も
言
わ
れ
、
年
間
７
万
人
の
観

光
客
が
訪
れ
る
与
論
島
。
特
に
夏
休
み

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
来
島
自
粛
は
観
光

関
係
者
の
経
営
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
ま

し
た
。
ま
た
、
小
中
学
校
も
臨
時
休
校
に

追
い
込
ま
れ
る
な
ど
、
島
全
体
が
目
に
見

え
な
い
敵
の
恐
怖
に
生
活
は
一
変
。
小
さ

な
島
で
起
き
た
前
例
の
な
い
事
態
は
新
聞

や
テ
レ
ビ
で
大
き
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。 

　
「
少
し
で
も
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
」

を
考
え
た
錦
江
町
の
子
ど
も
た
ち
は
手
紙

に
思
い
を
込
め
、や
り
と
り
を
始
め
ま
す
。

苦
し
い
と
き
、
不
安
な
と
き
こ
そ
支
え
合

う
。
気
持
ち
を
伝
え
、
寄
り
添
っ
て
く
れ

る
人
が
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
、
前
を

向
く
原
動
力
に
な
る
は
ず
で
す
。

寄
り
添
う
こ
と
で
乗
り
越
え
ら
れ
る

与論町との姉妹盟約から半世紀

後世に継ぐ開拓魂
特
集

- 第２章 -
想いを継ぐ

　Interview
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国指定重要無形民族文化財で、セリ
フはすべて与論の古い方言。竹と紙
で作った大きな仮面を使うのが特徴。

平成 27 年４月からの２年間、与論町役場へ
派遣。初年度は教育委員会で学校教育を担
当し、翌年は商工観光課で観光を担当した。
国指定重要無形民族文化財「十五夜踊り」の
踊り子や、サンゴ祭りの司会を務めるなど歴
史や文化、地域行事を通じて交流を深めた。

写真提供▶一般社団法人 ヨロン島観光協会

　Interview

　

２
年
間
、
人
事
交
流
職
員
と

し
て
与
論
町
役
場
に
勤
務
し
、

公
私
と
も
に
貴
重
な
体
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

で
あ
る
、
与
論
十
五
夜
踊
り
の
１
番
組
踊

り
子
と
し
て
、
伝
統
文
化
を
学
べ
た
こ
と

は
私
の
誇
り
で
す
。
日
本
中
に
使
者
を
派

遣
し
、
琉
球
や
大
和
の
文
化
を
集
め
て
作

ら
れ
た
与
論
十
五
夜
踊
り
は
、
島
中
安
穏

や
五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
て
踊
り
が
奉
納
さ

れ
る
ほ
か
、
相
撲
大
会
や
獅
子
舞
な
ど
老

若
男
女
問
わ
ず
楽
し
め
る
お
祭
り
で
す
。

　

ま
た
、
与
論
島
で
一
番
印
象
深
い
の
が

「
お
も
て
な
し
の
文
化
」。
島
入
り
島
立
ち

さ
れ
る
方
に
は
、
歓
迎
か
ら
送
別
ま
で
心

か
ら
お
も
て
な
し
を
す
る
誠
の
島
で
す
。

観
光
業
が
盛
ん
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

与論町と職員人事交流が実現
平成 27 年４月から２年間

に
開
催
さ
れ
、
日
本
一
楽
し
め
る
マ
ラ
ソ

ン
と
言
わ
れ
る
ヨ
ロ
ン
マ
ラ
ソ
ン
に
は
、

離
島
に
も
関
わ
ら
ず
、
１
，
０
０
０
人
を

超
え
る
参
加
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
今

年
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
中
止
と
な

り
、来
年
３
月
も
中
止
が
決
定
し
ま
し
た
。

「
残
念
で
す
が
、
密
を
避
け
て
与
論
島
を

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
イ
ベ
ン
ト
、
Ｓ
シＨ
Ｉ

ＭマＡ
Ｒラ

ン
Ｕ
Ｎ
を
２
月
に
企
画
し
て
い
る
」

と
紹
介
し
て
く
れ
た
与
論
町
役
場
の
坂
元

課
長
補
佐
。
ま
る
で
天
国
と
称
さ
れ
る
、

与
論
島
の
魅
力
に
ぜ
ひ
触
れ
て
み
て
は
。

ヨ
ロ
ン
を
知
る

錦
江
町
と

姉
妹
町
の

KINKO

YORON

奄 美 群 島 内 の 5 島 で の
み製造が許可されてい
るという黒糖焼酎、島有
泉。仕込みと割水にサン
ゴ礁からできる与論島
の地下水を使用し、すっ
きりした味わいが人気。
伝統の与論献奉にも欠
かせない黒糖焼酎です。

独特な世界観と映像美で、疲れた
現代人の心を充電する癒し系映画

「めがね」。撮影地のヨロン島には、
今でも多くのファンが訪れます。

毎年３月に開催され、1,000 人以
上が参加する人気イベント。与論
の絶景を見ながら島民の温かいお
もてなしを受けることができる。

グラスボートやダイビング、シー
カヤックなどマリンレジャーが充
実する与論島。空に浮いて見える
SUP はインスタ映え間違いなし！

与論島の名産であるモズクを使っ
た島の名物料理「もずくそば」。
ふんわりと磯の香りが漂う素朴な
味は、お土産品としても大人気。

与論青年団が企画・運営する夏祭
り。船のレースや青年団手作りの
サンゴファイターが登場。島唄や
エイサーで大盛り上がりの夏祭り。

美しい自然はもちろん歴史や文化、そして人が魅力のヨロン

映画「めがね」のロケ地にも

450 年以上続く与論十五夜踊り

ヨロンマラソン充実のマリンレジャー

ヨロンサンゴ祭り

ヨロン定番「もずくそば」

映画ロケ地やドラマの撮影スポット

白い砂浜と透き通るエメラルドブルー
に輝くグラデーションの海は「天国に
一番近い楽園」と呼ばれています。大
潮の干潮時に現れる百合ヶ浜上陸ツ
アーも人気で、 ” 星砂を歳の数だけ拾え
ば幸せになれる ” という言い伝えも！

幻の白い砂浜 「百
ゆ り が は ま

合ヶ浜」
60 を超えるヨロンの美しいビーチ

参加者数 1,000 人超えの人気ぶりサンゴ礁が生み出す奇跡の海

青年団主催！与論島最大の夏祭り

お土産品として大人気の

黒糖焼酎 島
しまゆうせん

有泉

伝統の与論献
けんぽう

奉

与論町役場 町民福祉課  坂元 守 課長補佐

来年３月はヨロンマラソン
が開催できない代わりに「ヨ
ロン SHIMA RUN キャン
ペ ー ン 」 を 開 催！ 2/1 ～
2/28 に来島された方にラン
ニングと観光を楽しんでも
らうお得なプランです。く
わしくは 22 ページに掲載！

ヨロンパナウル王国を紹介

島の東側にある大金久海岸から、沖合い 1.5 キロに出現する幻の白い砂浜が人気。

観光

観光

文化

イベント

特産

自然

伝統焼酎 ＆

与論町との姉妹盟約から半世紀

後世に継ぐ開拓魂
特
集

- 第１章 -
想いを継ぐ

島
と
い
う
独
特
な
環
境
か
ら
生
ま
れ
た
文

化
で
は
な
い
か
と
推
察
し
て
い
ま
す
。
文

化
は
島
民
性
の
表
れ
で
あ
り
、
来
島
す
る

人
や
観
光
客
の
好
感
度
を
上
げ
リ
ピ
ー

タ
ー
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
会
い
た

い
、
ま
た
帰
っ
て
き
た
い
と
思
え
る
と
こ

ろ
が
与
論
島
の
魅
力
の
ひ
と
つ
。
美
し
い

自
然
や
絶
景
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
与
論

島
の
人
に
会
い
に
、
ぜ
ひ
一
度
は
訪
れ
て

も
ら
い
た
い
場
所
で
す
。

交流で深めた人とのつながり

錦江町役場 教育課 牧原 弘弥 主事

一
生
に
一
度
は
訪
れ
た
い
場
所
と
言
わ
れ
る
与
論
島
。

東
洋
の
真
珠
と
例
え
ら
れ
る
「
ヨ
ロ
ン
ブ
ル
ー
」
と
、
人
を
想
う
「
誠
の
島
」。

人
事
交
流
で
深
め
た
つ
な
が
り
か
ら
見
え
た
与
論
の
魅
力
を
２
人
に
聞
き
ま
し
た
。

人事交流で錦江町に派遣された

約 90 分

　

与
論
島
と
聞
い
て
真
っ
先
に
思
い
浮
か

ぶ
の
が
、
青
い
空
と
白
い
サ
ン
ゴ
礁
。
あ

ま
り
の
美
し
さ
か
ら
「
一
生
に
一
度
は
訪

れ
た
い
場
所
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

60
以
上
あ
る
ビ
ー
チ
で
も
特
に
有
名
な
百

合
ヶ
浜
。
大お
お
か
ね
く

金
久
海
岸
の
沖
合
に
突
如
現

れ
る
白
い
砂
浜
は
、
春
と
夏
の
中
潮
か
ら

大
潮
の
干
潮
時
だ
け
見
る
こ
と
が
で
き
る

奇
跡
の
砂
浜
で
す
。
さ
ら
に
、
透
明
度
の

高
い
海
で
多
く
の
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
与
論
島
は
、
年
間

７
万
人
以
上
の
観
光
客
が
訪
れ
る
有
数
の

リ
ゾ
ー
ト
地
。
映
画
や
ド
ラ
マ
な
ど
の
撮

影
地
と
し
て
も
有
名
で
す
。

　
「
観
光
の
島
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り

ま
す
が
、
与
論
の
魅
力
は
そ
れ
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。２
年
間
で
感
じ
た
こ
と
は
、

心
か
ら
の
お
も
て
な
し
文
化
。
あ
の
人
に

会
い
た
い
と
訪
れ
る
リ
ピ
ー
タ
ー
の
多
さ

に
、与
論
の
本
当
の
魅
力
が
あ
る
の
で
は
」

と
人
事
交
流
を
振
り
返
る
牧
原
主
事
。

　

そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
毎
年
３
月
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臨時開業日

県
民
手
帳

門松カード
門松カードの売上金の一部は緑化
推進事業に活用されます。下記の
場所で購入できますので現金を持
参してご購入ください。

教育施設の利用＆予約
年末年始は利用できない施設がありますのでご注意ください。

［予約受付］年末は 12 月 28 日月まで、年始は１月４日月から

総合交流センター　休 12/29 火～ 1/3 日
生涯学習センターなど 問教育課 ☎ 22-0517
保健センター 問保健福祉課 ☎ 22-3044

文化センター / 池田 ･ 大原学習センター
休 12/29 火～ 1/3 日 問教育課 ☎ 22-0517

総合運動公園 / 田代中央運動場 / 神川地区公民館等

年末年始も利
・ ・ ・ ・ ・ ・

用できます 問教育課 ☎ 22-0517

問政策企画課　☎ 22-3032

ゴミ収集＆持込 問住民税務課
☎ 22-3039

鹿児島

回収日や分別など
便利なごみアプリ

2021 年版鹿児島県民手帳を販売中

政策企画課、支所住民生活課で販売しています。在庫がな

くなり次第終了。「ブックセンターひろくま」「ファミリー

マート大根占城元店」「ローソン錦江神川店」でも販売。

サイズ▶縦 150mm ×横 85mm
色種類▶赤と黒の２種類

価　格▶税別 500 円 価　　格▶１組（２枚）20 円
販売場所▶本庁産業振興課 / 支所産業建設課
　　　　　（☎ 22-3036）　　（☎ 25-2511）

販売期間▶12 月 18 日 金 まで

販売期間▶12 月 25 日 金 まで

12 月 １月
21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 １ ２ ３ ４ ５ ６
月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇

12 月 １月
21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 １ ２ ３ ４ ５ ６
月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水
〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 × × × × × × 〇 〇 〇

ゴミ分別収集カレンダーのとおり回収します。年末は各家庭から出されるゴミなどで受
入先の混雑が予想されますので早めの持込みをお願いします。し尿汲み取りの年内受付

（南大隅衛生社☎ 22-0078）は 12 月 21 日月まで、年始は１月５日火からです。

時間▶ 8:30 ～ 16:30
［12:00 ～ 13:00 受入不可］

時間▶ 8:30 ～ 16:30 ※不燃物のみ受入可
［12:00 ～ 13:00 受入不可］

問☎ 0994-63-0168

問☎ 0994-28-2888

肝属地区清掃センター の受入状況

大根田最終処分場 の受入状況

お知らせ総まとめ

年末年始の施設利用日
やイベント開催日など

お知らせします

年末年始に向けて事前にご確認を！

ごみ分別アプリ
◀左のＱＲコー
ドから無料でダ
ウンロード可能

観光＆物産館

花瀬でんしろう館

花瀬バンガロー村

花瀬オートキャンプ場

トロピカルガーデンかみかわ

大滝の茶屋

道の駅 錦江にしきの里

ふる里館

消防出初式令
和
３
年 錦江町成人式

観光施設や物産館の年末年始営業

年末▶ 12/26 土 16:00 まで
年始▶ 1/7 木 9:00 から
問 25-3838

年末▶ 12/26 土 16:00 まで
年始▶ 1/7 木 9:00 から
問花瀬でんしろう館 25-3838

年末▶ 12/26 土 16:00 まで
年始▶ 1/7 木 9:00 から
問花瀬でんしろう館 25-3838

問総務課　☎ 22-0511 問教育課　☎ 22-0517

問観光交流課　☎ 28-2488

新成人の新たな門出を祝う成人式を開催しま
す。新成人の皆様はもとより、多くの町民の
皆様のご来場を心よりお待ちしています。当
日は式典終了後に記念撮影などもあります。

令和 3 年錦江町消防出初式を１月６日に開催しますので
ぜひご観覧ください。消防団員による市中パレードは田
代ＪＡガソリンスタンド前から式典会場まで行います。

時間▶ 10 時～正午（受付：９時から）

式典▶ 10 時 30 分～正午
（受付：９時 30 分～）

場所▶錦江町文化センターホール

場所▶田代中央グラウンド

市中パレード▶ 10 時～

新成人の現住所か、実家宛に案内文を送付して
います。届いていない場合はご連絡ください。

１月３日日令和３年

１月６日水令和３年

新型コロナの感染防止対策にご協力ください

年末▶ 12/30 水 18:00 まで
年始▶ 1/4 月 8:30 から
問 22-0831

年末▶ 12/31 木 14:00 まで
年始▶ 1/5 火 8:00 から
問 22-2100

年末▶ 12/31 木 18:00 まで
年始▶ 1/3 日 12:00 から
問 22-0318

年末▶ 12/27 日 14:00 まで
年始▶ 1/7 木 11:00 から
問 22-2120

お買
い物
は

マス
ク着
用で
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納税推進と滞納処分など強化

住民税務課　☎ 22-3037
12 月は県下一斉「国保税滞納整理月間」

INFORMATION
市外局番は 0994 まちからのお知らせ代表☎ 0994-22-0511まちからのお知らせ

令和２年７月 ▶マイナポイント申込みスタート
キャッシュレス決済でチャージや買い物をすると、
上限 5,000 円分のポイントがもらえるサービス

（※事前にマイナポイントの予約や申込みなど手続きが必要）

令和２年９月～令和３年３月
▶マイナポイント付与スタート

令和２年 12 月～令和３年３月
▶マイナンバーカード交付申請書を順

・ ・ ・ ・

次送付

令和３年３月（予定）▶健康保険証の利用開始

令和３年秋ごろ（予定）
▶自分の薬剤情報や特定健診情報を確認可能に

マイナンバーカードを取得していない 75 歳未満の
方を対象に、12 月下旬から翌年３月にかけてＱＲ
コード付きの交付申請書一式を順次送付します。同
封する返信用封筒での郵送申請や、スマホ・パソコ
ンからの申請もできますので、ぜひご検討ください。

今月から交付申請書を順次送付

住民税務課　☎ 22-3039
75 歳未満のマイナンバーカード未取得者へ

錦江町 GOTO イート販売開始

錦江町商工会　☎ 22-2521
4,000 円で 5,000 円分のお得な食事券

廃プラ類の回収日は 12/22 火

産業振興課　☎ 22-3034
農業用のビニールやフィルムを回収

12 月は、国保制度を支える貴重な財源である国
保税の納付推進として、「県下一斉国民健康保険税
滞納整理月間」と定めています。広報紙６月号で
掲載しましたが、錦江町の医療費は年々増え続け、
国保税の滞納は制度運用に支障をきたすことにな
ります。また、納期内に納付している方との公平
性が保てませんので納期内納付にご協力ください。

農業用廃プラスチック類を回収します。回収品目
によって容器内洗浄や製品の結束などの決まりが
ありますので、事前に確認や準備をお願いします。

日時▶12月22 日 火 8:30 ～ 14:00
場所▶ JA 鹿児島きもつき
　　　なんぐう農業管理センター（花ノ木）

塩化ビニール / ポリエチレンフィルム / ポリ製肥
料袋 / プラスチック容器 / ハウス用資
材 / 飼料用ラップ / ローリータンク /
ポリ製飼料袋 / 育苗箱 / その他農業用
廃プラ / 土壌消毒剤空き缶（金属製）

未納者に対して、税務職員による電話による催告
や自宅への徴収を行いますのでご協力ください。

問住民税務課☎ 22-3037/ 問住民生活課☎ 25-2511

納付が困難な場合▶やむを得ない事情で納付が困難
な場合は、納付しないのではなくお早目にご相談く

ださい。滞納している場合▶再三の催告
にも応じず、納税に対する誠意

がみられない方に対しては、財
産調査を行い預貯金や給与な
どの差し押さえを行います。

▶処理料金は町ホームページに掲載

↑錦江町 HP

※当日は片側通行です

回収品目

12 月は催告や徴収を強化します

マイナンバー・氏名・住所・生年月日・性別が記
載された顔写真付きのカード。行政手続きでの本
人確認書類や口座開設にも使え、今後は健康保険
証としても利用できるようになる予定です。

※交付・更新手数料は無料

※紛失等による再発行は 1,000 円の手数料が必要。

マイナンバーカード

最大25％
5,000円分の
ポイント還元

販売場所▶錦江町商工会本所 / 田代支所
販売金額▶１冊 4,000 円（額面 5,000 円）

［500 円券× 10 枚・１人１日５冊まで購入可］
使用期限▶令和３年１月 31 日まで
問合せ先▶錦江町商工会 ☎ 22-2521

禧明館 / 　我利多 / さかえ / ホ
テルたけや / 居酒屋和人 / やぶ
れ茶屋 / のりちゃん亭 / 大滝の
茶屋 / 虹の笑 / よろっで / ト
ロピカルガーデンかみかわ /
鹿児島おかえり市場 / 花瀬川苑 /KINKO ☆ BASE

錦江町の利用店↓
町外在住の方も購入できます

売り切れ次第終了

全14 店

利用店

お得なプレミアム食事券を来年１月末まで販売中。

令和３年度からの保育園入園を希望される方は、
１月 15 日金までにお申込みください。申請書類
は役場や町内各保育園に設置してあります。現在、
通園している方には 12 月中旬に申請書類を送付す
る予定です。通園中の方も申請手続きが必要とな
りますので、忘れずに手続きをお願いします。

12/25金まで送料無料

未来づくり課　☎ 25-1001
大好評の「錦江町ふるさと便」第２弾！

申込書の提出期限は 1/15 まで

保健福祉課　☎ 22-3042
令和３年度の保育園入園・継続申込み

受付期間

計画に反映する意見を公募

政策企画課　☎ 22-3032
第２次錦江町総合振興計画を全面改訂

定員 20 名　☎ 22-0768
開所時間▶ 7:00~18:00
延長保育▶なし

定員 20 名　☎ 22-0010
開所時間▶ 7:00~19:00
延長保育▶ 18:00~19:00

定員 40 名　☎ 25-2037
開所時間▶ 7:00~19:00
延長保育▶18:00~19:00

定員 40 名　☎ 22-1233
開所時間▶ 7:00~19:00
延長保育▶ 18:00~19:00

法輪保育園

めばえ保育園

認定こども園 田代こども園

認定こども園 大根占幼稚園

入園条件［保育を必要とする事由があること］
❶令和３年４月１日現在で０歳から５歳の児童
❷保護者の就労や病気、病人の看護、妊娠などの
理由により家庭で十分な保育ができない場合
提出書類▶利用申込書・勤務（予定）証明書ほか
提出先 ※在園児は利用中の保育園に提出できます
▶本庁保健福祉課・支所住民生活課・各保育園

令和３年４月１日以降に移行予定の内容も含めて掲載
していますので変更になる場合があります。また、各
施設の状況は 12 月１日現在のもので、申込者数によっ
ては希望に添えない場合があります。詳しくは保健福
祉課、住民生活課、各保育園にお問合せください。

※ひかり保育園は令和３年３月で閉園します

12 月14 日月～令和３年１月15 日金

特産品カタログ第２弾「錦江町ふるさと便」が完
成し、11 月の自治会使送便で全戸に配布していま
す。12 月 25 日金の注文まで送料無料。この機会
にふるさとの味を贈ってみてはいかがでしょうか。

商
品
掲
載
カ
タ
ロ
グ
は

錦
江
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
→

「ふるさと便カタログ」に掲載がない場
合も、ふるさと納税の返礼品は送料無料

錦江町ふるさと便に掲載している25店舗はコチラ↓

厚ケ瀬精肉店 / 内門精肉店 / 仮屋ファーム /
南州農場 / 禧明館 / ふる里館 /　我利多 / 鵜
瀬水産 / 矢野蒲鉾 / ほりうち / うんめもんの

会 / 甘宮 / Ｎ ./ 川野食品 / ホテルたけや / 浜田農園 /
にしきの里 / 虹の笑 / 原製菓舗 / 菓心まとはら / 城下製
茶 / 新鮮倶楽部おおやま / 毛下酒店 / 山南酒店 / 花千手

25店
掲載店

町民限定

町の最上位計画になる「第２次錦江町総合振興計
画（全面改訂版）」の策定に向けて皆様の意見を反
映させるためにパブリックコメント（意見公募）
を行います。計画（案）を令和３年１月 20 日ま
で閲覧できますので、ご意見をお聞かせください。

意見の提出方法　所定の様式に住所・氏名・連絡先・
意見を記入して提出してください。

持参▶本庁政策企画課、支所住民生活課
郵送▶〒 893-2392 錦江町城元 963 番地
　　　（錦江町役場政策企画課　宛）
FAX ▶ 0994-22-1951
メール▶ seisaku@town.kinko.lg.jp

令和３年計画（案）の閲覧期間

12 月 21 日月～１月 20 日水
閲覧場所
本庁 政策企画課・住民税務課 /
田代支所 住民生活課 / 錦江町ホームページ
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戦後 75 年　思いを馳せ冥福を祈る

戦没者・殉職者合同追悼式を開催
11 月 20 日、町総合交流センターで行われた「戦没者・
殉職者合同追悼式」に 72 名が参列し、黙とうを捧げ
て亡くなられた方々への冥福を祈りました。式辞では、
木場町長が「戦争の悲惨さ、平和の尊さを次の世代に
引き継ぐことが使命」と追悼の言葉を述べ、参列した
遺族などが、献花台に菊の花を手向けて追悼しました。

献花台の前では涙ぐむ遺族も見られました。多くの犠牲の上に築か
れた今の平和な暮らし。平和の尊さを後世に伝える必要があります。

やまんなか協議会が悪疫退散願い

大輪の打上花火が石畳彩る
11 月 28 日、午後６時 30 分からの５分間、
花瀬川石畳で新型コロナの収束を願う花火
が打ち上げられました。例年、８月に開催
している「やまんなか音楽会」も中止に追
い込まれましたが、少しでも地域を盛り上
げたいと広く告知をせず悪疫退散をテーマ
に開催。子どもたちが2,000本を超えるキャ
ンドルを並べてアマビエを作成し、冬空を
彩る花火を見上げ早期収束を願いました。

11月11日に法輪幼年消防クラブが、13日に田代幼年消
防クラブがそれぞれ防火パレードを行い、火災の発生
しやすい季節を前に注意を呼びかけました。法輪幼年
消防クラブでは鎌田麗奈ちゃんを先頭に11名が参加。
「火の用心」の横断幕を手に拍子木を打ち鳴らし、沿道
の住民に大きなかけ声で力強く火災予防を訴えました。

火災の発生しやすい季節を前に注意喚起

幼年消防クラブが沿道で呼びかけ

防火パレード後に、和太鼓演奏も披露した法輪幼年消防クラブの園児たち。
「私たちは火遊びをしません！」と誓いを立て、大きな声で宣言しました。

K
inko Tow

n Pickup Photonews

フォトニュース！まちの話題をピックアップ

「い
1 1

い肉
2 9

の日」にちなんで舞
ま お う と ん

桜豚ふるまい

仮屋ファームが豚肉 40 キロ提供
給食用食材に、㈲仮屋ファームから舞桜豚 40kg が提
供され、11 月 30 日に町内８小中学校で「舞桜豚の甘
辛丼」約 600 食がふるまわれました。神川小学校で
は４時間目を利用し、舞桜豚について学習。給食時間
には校内放送で、「豚肉を食べて寒い冬を乗り越えて」
と代表の仮屋順平さんからメッセージが贈られました。

「やわらかくておいしかった！」と、終始笑顔で話してくれた神川小
２年生の３人。左から石窪希

の の か
珂さん、小園隆幸くん、福園仁

じ ん ご
冴くん。

魚離れが進む子どもたちに、魚や海の魅力を知ってほ
しいと、漁協青壮年部が毎年開催している「おさかな
料理教室」。今回は新型コロナ対策として３日間に分け
て開催されました。11月27日には田代小と大原小の児
童13名が指導を受けて、カンパチを刺身や唐揚げに調
理し、新鮮なカンパチを満面の笑みで頬張っていました。

漁協青壮年部が「おさかな料理教室」

特産のカンパチを自分の手で調理

「人間関係と心の健康」テーマに講演

ありのままの自分を認めること
11 月 28 日、「人間関係と心の健康」をテーマに、安
田女子大学心理学部の金坂弥起先生を招いて自殺予
防講演会を開催しました。講演では心理学を交えなが
ら「０か１ではなく、その間で折り合いをつけることが
大切。ストレス解消方は人それぞれ。まずは自分の癖
を知ることから」と参加した190 人の心に訴えました。

「まじめで几帳面な日本人はうつ病リスクが高い。特に男性は悩みを
打ち明けないので危険。まずは誰かに相談して」と訴えた金坂先生。

「包丁は引いて薄く切る。寝かすと甘くなると教わった」と大原小５
年の岩切和博くん。調理後の講和ではさらに知識を深めていました。

ふるさと納税返礼品として出品された「魔王」300本分
の売上が今年６月に白玉醸造㈱から寄付され、学校
給食費と電子黒板導入費の一部に充てられました。11
月25日、町内８小中学校の児童生徒が書いたお礼の
手紙を代表３人が持参。「導入する電子黒板を活用して
勉強を頑張ります」と感謝の思いと決意を伝えました。

「魔王」300 本分の寄付の使い道決まる

子供たちがお礼のメッセージ持参

大根占小 6 年の伊井彩花さんと谷口碧さん、錦江中２年の横山知弘さんが、
各学校の児童生徒から預かった手紙やメッセージを代表して届けました。

Kinko Town Pickup Photonews
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育
て
負
担
の
増
加

や
収
入
の
減
少
に
対
す
る
支
援
を
行

う
た
め
、
臨
時
特
別
給
付
金
を
基
本

給
付
１
世
帯
５
万
円
、
第
２
子
以
降

１
人
に
つ
き
３
万
円
、
追
加
給
付
１

世
帯
５
万
円
支
給
し
ま
す
。

支
給
対
象
者

（
基
本
給
付
）

❶
令
和
２
年
６
月
分
の
児
童
扶
養
手

お
知
ら
せ

　

日
本
年
金
機
構
が
10
月
13
日
以
降

送
付
し
た
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

の
支
給
該
当
者
に
係
る
簡
易
な
請
求

書（
は
が
き
型
）
等
の
未
請
求
者
に

対
し
て
、
１
回
目
の
再
勧
奨
と
し
て

簡
易
な
請
求
書
を
再
送
付
し
て
い
ま

す
。
ご
不
明
な
点
は
お
気
軽
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
未
納
の
方
に
納
付
書
が

送
付
さ
れ
ま
す
。

　

金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
で
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
に
す
る
と
、

保
険
料
の
払
い
忘
れ
を
防
止
で
き
ま

す
。「
口
座
振
替
納
付
申
出
書
」
を
金

融
機
関
の
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
出
書
は
役
場
年
金
係
、
金
融

機
関
に
も
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
経
済

的
に
困
難
な
場
合
、
保
険
料
の
納
付

が「
免
除
」
ま
た
は「
猶
予
」
さ
れ
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
を
利

あなたをずっと支え続けるための国民年金

年金生活者支援給付金

住 民 税 務 課　☎ 0994-22-3039
住 民 生 活 課　☎ 0994-25-2511
鹿屋年金事務所　☎ 0994-42-5121

当
の
支
給
を
受
け
て
い
る
者

❷
公
的
年
金
給
付
な
ど
を
受
け
て
い

る
こ
と
に
よ
り
児
童
扶
養
手
当
の
支

給
を
受
け
て
い
な
い
者

※
児
童
扶
養
手
当
に
係
る
支
給
制
限

限
度
額
を
下
回
る
者
に
限
る

❸
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
受
け
て
家
計
が
急
変
し
、
直

近
の
収
入
が
、
児
童
扶
養
手
当
の
対

象
と
な
る
水
準
に
下
が
っ
た
者

（
追
加
給
付
）

上
記
①
、②
の
支
給
対
象
者
の
う
ち
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

用
す
る
事
で
、
将
来
の
年
金
受
給
権

の
確
保
だ
け
で
な
く
、
万
一
の
事
故

な
ど
に
よ
り
障
害
を
負
っ
た
と
き
の

障
害
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
を
確
保

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

1
免
除（
全
額
・
一
部
免
除
）申
請

本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
そ
れ
ぞ
れ

の
所
得
が
一
定
額
以
下
。

2
納
付
猶
予
申
請

五
十
歳
未
満
の
方
で
、
本
人
、
配
偶

者
の
所
得
が
一
定
額
以
下
。

Ｑ
１
．自
分
の
基
礎
年
金
番
号
の
確

認
方
法
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

基
礎
年
金
番
号
は
次
の
書
類
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
な
お
、
個
人
情
報

保
護
の
た
め
、
メ
ー
ル
や
電
話
で
は

お
答
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

❶
青
色
の
年
金
手
帳

❷
基
礎
年
金
番
号
通
知
書

❸
国
民
年
金
保
険
料
の
口
座
振
替
額

通
知
書

❹
年
金
保
険
料
の
納
付
書
・
領
収
書

❺
年
金
証
書

❻
各
種
通
知
等（
年
金
改
定
通
知
書
・

年
金
振
込
通
知
書
等
）

右
の
書
類
で
確
認
で
き
な
い
場
合
は
、

役
場
年
金
係
・
年
金
事
務
所
で
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

Ｑ
２
．年
金
手
帳
を
紛
失
し
た
の
で

す
が
再
発
行
で
き
ま
す
か
。

年
金
手
帳
の
再
交
付
は
、
年
金
事
務

所
・
役
場
年
金
係
に
申
出
く
だ
さ
い
。

鹿
屋
年
金
事
務
所

☎
０
９
９
４
‐
42
‐
５
１
２
１

響
を
受
け
て
家
計
が
急
変
し
、
収
入

が
大
き
く
減
少
し
て
い
る
と
の
申
し

出
が
あ
っ
た
者

問
合
せ　

ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別

給
付
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０
‐
４
０
０
‐
９
０
３

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
納
税
が
困
難
な
方
へ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、
事
業
等
に
係
る
収
入
に

相
当
の
減
少
が
あ
っ
た
方
は
、｢

徴

収
猶
予
の
特
例
制
度｣

に
よ
り
、
１

年
間
、
無
担
保
か
つ
延
滞
金
な
し
で

県
税
の
納
付
を
猶
予
で
き
ま
す
。

対
象
者　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、
令
和
２
年
２

月
１
日
以
降
の
任
意
の
期
間
（
１
か

月
以
上
）
に
お
い
て
、
事
業
等
に
係

る
収
入
が
前
年
同
期
に
比
べ
て
概
ね

20
％
以
上
減
少
し
て
お
り
、
県
税
を

一
時
に
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ

る
場
合

対
象
と
な
る
県
税　

令
和
２
年
２
月

１
日
か
ら
令
和
３
年
２
月
１
日
ま
で

に
納
期
限
が
到
来
す
る
法
人
県
民
税

･

事
業
税
、
個
人
事
業
税
、
不
動
産

取
得
税
な
ど
、ほ
ぼ
全
て
の
税
目（
証

紙
徴
収
の
方
法
で
納
め
る
も
の
を
除

く
）

申
請
手
続
等

手
続
に
は
、
納
期
限
ま
で
に
県
へ
の

申
請
が
必
要

問
合
せ

最
寄
り
の
地
域
振
興
局

企
画
展｢

変
な
標
本｣

を
開
催

県
立
博
物
館
に
は
13
万
点
を
超
え
る

標
本
が
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
収
蔵

庫
に
あ
る
標
本
の
中
か
ら
、｢

何
こ

れ
！｣

と
驚
く
珍
し
い
標
本
や
奇
妙

な
標
本
を
展
示
し
て
、紹
介
し
ま
す
。

日
時　

12
月
19
日
土
～
２
月
21
日
日

場
所　

県
立
博
物
館
本
館

時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

入
場
料　

無
料

問
合
せ　

鹿
児
島
県
立
博
物
館

☎
０
９
９
‐
２
２
３
‐
６
０
５
０

元
旦｢

太
陽
と
と
も
走
ろ
う｣

開
催

初
日
を
仰
ぎ
な
が
ら
マ
イ
ペ
ー
ス
で

ジ
ョ
ギ
ン
グ･

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。
今
回
は
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
策
を
徹
底
し
て

開
催
い
た
し
ま
す
。

日
時　

１
月
１
日
金　

午
前
７
時
～
午
前
８
時

（
開
場･

受
付:

午
前
６
時
15
分
）

場
所　

白
波
ス
タ
ジ
ア
ム(

県
立
鴨

池
陸
上
競
技
場)

内
容　

ジ
ョ
ギ
ン
グ･

ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
な
ど(

マ
ス
ク
着
用)

参
加
費　

無
料

定
員　

先
着
１
，
０
０
０
人
程
度

申
込
み　

当
日
受
付

問
合
せ　

県
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
‐
２
５
５
‐
０
１
４
６

２
０
２
３
お
も
て
な
し
隊
を
募
集

燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体･

か
ご

し
ま
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局
で

は
、
２
０
２
３
年
開
催
の
か
ご
し
ま

国
体･

か
ご
し
ま
大
会
に
お
い
て
、

広報きんこう有料広告募集

１枠（縦 50mm×横 87mm） 月額 5,000 円

広報きんこうに掲載する有料広告を随時募集していま
す。毎月第２木曜に発行される広報紙は、アイデア次
第でさまざまな用途に利用可能！錦江町ホームページ
をご覧になるか政策企画課へお問い合わせください。

政策企画課 ☎ 22-3032

５ 歳 児
赤塚　紗良
落司　匡祐
川口　蒼樹
中浜　心雪
中濵　怜依
福岡　咲那
松原　徳
大園　千颯
笑喜　海斗
笑喜　澪奈
鎌田　麗奈
竹内　亜蘭汰
石井　伶佳
上八重耀一朗
水流　心愛
山下　颯太
池田　星咲
小梅枝　慶祐

虫歯のない５歳児と中学１年生表彰

袖山　朝陽
鶴園　仁玖

（計 20 名）

中 学 １ 年 生
入船　瑛太
鵜瀬　希海
押領司　心美
黒瀬　恋佳
小園　花世
菖蒲　理心
鶴﨑　理歩
鳥井ヶ原陽菜
永山　杏心
平原　怜弥
宮脇　宏遥
山本　諒
石川　ひかる
礒口　青弥

上園　苺果
押領司　輝
岡元　美空
小牧　優衣
山王　海斗
篠山　琉綺
城下　雪乃
菖蒲　陸翔
土岩　明美
土岐　拓人
鳥越　敦史
永峯　綾乃
本釜　颯一
水口　理沙妃
川邉　咲太郎
鶴田　風児
堀内　悠成
石田　紬

（計 32 名）

虫歯のない５歳児 20 名と中学１年生
32 名の計 52 名が受賞しました。
５歳児は歯が生え始めて３年間、
虫歯にならなければ、それ以降の
虫歯リスクが少ないと言われ、中学
1 年生は永久歯が生えそろう時期で
あり、生え変わり期を守ることがで
きたことを毎年表彰しています。

前
田
明
美
歯
科
衛
生
士

受
賞
お
め
で
と
う

受付期間▶ 12月７日月 　１月８日金

一次試験日程

令和３年　 月 　 　日 日 １ 24
試験会場▶錦江町役場 本庁３階

午前９時から

錦江町職員募集令和２年度

受験資格▶平成９年４月１日（24 歳）～昭和 55 年４月２日（40
歳）までに生まれた者 / 高等学校卒業以上 / ５年以上の職務経験
申込方法▶申込書に必要事項を記入し、下記提出先まで持参か郵
送で提出してください。（様式は町ホームページ掲載）
提出先▶錦江町役場総務課　職員採用担当
〒 893-2392　鹿児島県肝属郡錦江町城元 963 番地
☎ 0994-22-0511（内線 201）

試験案内、申込書は総務課か支所住民生活課に設置しています 17 時必着

本
県
を
訪
れ
る
方
々
を
心
の
こ
も
っ

た
お
も
て
な
し
で
お
迎
え
す
る
た

め
、
県
民
運
動
に
取
り
組
む
団
体｢

２
０
２
３
お
も
て
な
し
隊｣

を
募
集

し
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
活
動
例　

地
域
の
清
掃
活
動
・
花
い
っ
ぱ
い
運

動
・
国
体
ダ
ン
ス
披
露
な
ど

募
集
期
間　

11
月
２
日
月
～
令
和
５

年
８
月
31
日
木

※
参
加
団
体
に
は
登
録
証
、
両
大
会

グ
ッ
ズ
を
提
供
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

大
会
実
行
委
員
会

☎
０
９
９
‐
２
８
６
‐
２
９
０
５
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9:45 9:55

11:09 11:15 12:20 12:30

13:44 13:50 14:55 15:05

9:25

11:55

14:30

見守りカー接続

見守りカー接続

見守りカー接続

10:30

13:00
見守りカー接続

見守りカー接続

10:00 10:10 10:55 11:05

12:35 12:40 13:25 13:35

【乗〇】 【乗〇　降〇】【乗〇　降×】 【乗×　降〇】

【乗〇】

【降〇】

【降〇】【乗〇　降〇】【乗〇　降×】 【乗×　降〇】

（一財）トヨタ・モビリティ基金「自動車販売店各社による地域支援活動」

火・金曜日のみ運行

火・金曜日
のみ運行

2020/ 12/ 1
2022/3/31

火

木

施設内の大規模改修を行い、
綺麗に生まれ変わりました。

よみがえる「山ノ口遺跡」の世界

ヨ
ロ
ン
Ｓシ

マ

ラ

ン

Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｎ
開
催

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
開

催
中
止
が
決
ま
っ
た
ヨ
ロ
ン
マ
ラ
ソ

ン
に
代
わ
り
、
与
論
島
の
魅
力
を
発

信
す
る
新
た
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開

催
す
る
ラ
ン
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が
始

ま
り
ま
す
。
密
を
避
け
た
新
た
な
取

り
組
み
と
し
て
、
与
論
島
の
絶
景
を

眺
め
な
が
ら
走
っ
て
食
べ
て
遊
べ
る

与
論
な
ら
で
は
の
イ
ベ
ン
ト
。
事
前

エ
ン
ト
リ
ー
と
な
り
ま
す
の
で
、
く

わ
し
く
は
実
行
委
員
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
１
日
月
～
28
日
日

エ
ン
ト
リ
ー
締
切　

12
月
20
日
日

お
知
ら
せ

問
ヨ
ロ
ン
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会

☎
０
９
９
７
‐
97
‐
５
１
２
３

池
田
と
宿
利
原
の
両
「
見
守
り
隊
」

に
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た

い
け
だ
見
守
り
隊
と
、
や
ど
り
は
ら

見
守
り
隊
が
錦
江
警
察
署
か
ら
感
謝

状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
自
主
的
、

恒
常
的
な
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の

活
動
が
、
地
域
の
安
全
や
安
心
、
地

域
住
民
の
防
犯
意
識
の
啓
発
・
醸
成

に
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
、
10
年
も
の

長
き
に
渡
る
活
動
に
対
す
る
感
謝
に

対
す
る
受
賞
で
す
。

「
い
け
だ
見
守
り
隊
」

壱
崎
紀
男
隊
長
以
下
９
名
で
錦
江
町

池
田
地
区
を
拠
点
と
し
て
、
小
学
校

の
登
下
校
時
の
見
守
り
、
独
居
高
齢

昭和 20 年代前半から鹿児島県内の多くの遺跡
発掘調査を手がけ、それらの成果や論文を数
多く発表してきた本県における考古学研究の
先駆者のひとりであり、今日の発掘調査方法
や土器型式等の礎を築きあげてきた考古学者。

県立埋蔵文化財センターでは山ノ口遺跡をはじめ、全国的
に知られているものの一部しか公開されていない河口氏が
残した遺物や資料など（河口コレクション）を再整理する

事業に取り組んでいます。出土品
などを地元で公開し、活用するこ
とで、地元の人が自らの郷土の歴
史や先人の歩みに触れ合うきっか
けになればと考えています。今回
は県立埋蔵文化財センター職員に
よる解説も２回予定していますの
で、この機会にぜひご覧ください。

展 示
期 間

展示会場▶錦江町文化センター １階
展示品の解説▶埋蔵文化財センター職員による解説

令和３年令和２年

開館時間：9:00 ～ 16:30 ※12/21、12/28 ～ 1/4、1/12 は休館

考古学者 河口 貞徳（かわぐち・さだのり）

12/19 土～１/11 月

1 12/26 土 10:00 ～ 14:00 / 2 1/6 水 10:00 ～ 14:00

山ノ口遺跡▶大根占山ノ口の海岸線に沿った幅 20 ｍ、長さ 60
ｍほどの範囲に、軽石を円形に並べた配石遺構を９か所発見。
弥生時代中期後半の土器や軽石製品などが出土しました。昨年
度、文化庁主催の全国巡回展にも出品されました。

主催▶鹿児島県埋蔵文化財センター　問合せ▶錦江町教育委員会 ☎ 22-0517

者
方
訪
問
、
青
色
回
転
灯
を
点
灯
し
た

車
輌
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
等
の
防
犯
活

動
を
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
27
年

頃
に
は
、
隊
員
の
方
が
独
居
高
齢
者
方

の
訪
問
活
動
中
に
居
宅
内
で
倒
れ
て
い

る
高
齢
者
を
発
見
し
、
一
命
を
取
り
止

め
た
事
案
が
あ
り
ま
し
た
。

「
や
ど
り
は
ら
見
守
り
隊
」

黒
瀬
正
隊
長
以
下
８
名
で
錦
江
町
宿
利

原
地
区
を
拠
点
と
し
て
、
小
学
校
の
登

下
校
時
の
見
守
り
、
独
居
高
齢
者
宅
訪

問
、
青
色
回
転
灯
を
点
灯
し
た
車
輌
に

よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
等
の
防
犯
活
動
を
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。平
成
29
年
頃
に
は
、

隊
員
の
方
々
が
地
の
利
を
生
か
し
た
捜

索
活
動
に
よ
り
、
認
知
症
を
有
す
る
行

方
不
明
高
齢
者
を
山
林
内
で
発
見
し
て

救
出
し
た
事
案
が
あ
り
ま
し
た
。写真左から▶「いけだ見守り隊」の壱崎紀男隊長、「や

どりはら見守り隊」の黒瀬正隊長
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　10 月 31 日から 2 日間、ふるさと納税ポータルサイト「ふ
るさとチョイス」を運営する株式会社トラストバンク様に
お越しいただき、本町のプロモーション動画の撮影を行っ
ていただきました。
　これは、10 月 5 日に東京で開催された「ふるさとチョ
イスアワード 2020」において、本町が実施しております

「小児科 / 産婦人科オンライン事業」が、未来につながる
まちづくりの自治体として「ベストインベストメント賞」
を受賞した副賞として作成されるものです。
　作成した動画は、ふるさとチョイス及び町ホームページ
等で公開しますので、ぜひご覧ください。
　本町ふるさと納税事業は、返礼品の豪華さやお得感では
なく、町の取組や町内事業者の商品に対する想いに共感し
てくださる支援者との関係を長期的に築いていくことを目
的に運用しています。
　なお、町内事業者や全国の支援者の皆さまのご協力によ
り、11 月末時点で 1 憶円を超える寄附をいただいており
ます。心より感謝申し上げます。

　10月31日～11月3日で、東京から２名のワーケーショ
ンの受け入れを行いました。期間中は、町内巡りや地域活
性化センター神川（旧神川中学校）でのテレワークのほか、
神川海岸での SUP 体験や地域住民との交流会など、ワー
ク（仕事）もバケーション（余暇）もお楽しみいただけた
ご様子でした。
　参加したワーカーからは、「集中して業務に取り組めた」

「景色が最高でいい環境で仕事ができた」など感想をいた
だきました。　
※ワーケーションとは：都市部を離れて自然環境豊かな地
方に滞在しながら、仕事をテレワークで継続しつつ、余暇
時間や休日も充実させられる新しい労働形態「ワーケー
ション（※ワークとバケーションを組み合わせた造語）」。

錦江町「MIRAI」づくりプロジェクト
問合せ▶錦江町まち・ひと・『MIRAI』創生協議会

☎ 0994-25-1001みんなで未来をつくろう

錦江町ふるさと納税
プロモーション動画作成中

★錦江町南国田舎ワーケーション★
～今年度初めてのワーカー２名を受け入れ～

最優秀賞

sakura.sakura.jp さまからのメッセージ
錦江町田代へ移住募集！！ たくさんの水、緑、自然の中
で生きてみませんか、、、 旦那さんが許せば、田代町大原
に帰りたいです (^^)

sakura.sakura.jp 様

※ベストインベストメント賞▶ふるさと納税を投資的に活用し、未来
につながるまちづくりを行っている「自治体」を表彰

神川海岸でのＳＵＰ体験の様子

地域活性化センター神川でのワークの様子

錦江町フォトコンテスト
12 月のお題は「今年の締めくくり」です。あっという間に 2020
年も残り１ヶ月となりました。今年やり残したこと、年末の家族の
恒例行事などありますか？皆さんの投稿、お待ちしております。

10
月
の
お
題
「
秋
と
い
え
ば
」

▶応募方法　町ホームページで
ご確認ください（右記ＱＲコード）

▶応募締切　12 月31日 木 まで
▶受賞作品発表　１月中旬予定

1 月のお題は「新年」

四季の収穫祭
きんこう

町内で採れる四季折々の食材を使った健康でおいしいレシピをご紹介！
農家さんからいただいた旬の食材や、体への効能などもお知らせします。

材料（４人分）

レンコン……………… 100g

ごぼう………………… 100g

鶏手羽先…………………８本

生しいたけ………………４枚

しょうが薄切り…………３枚

水……………………１カップ

酒…………………大さじ２杯

しょうゆ…………大さじ２杯

酢……………………大さじ１

砂糖…………………大さじ１

レシピ

❶ごぼうは皮をこそげて洗い、
斜めに１cm 幅で切る。レンコ
ンは厚さ１cm の半月切りにし
て水にさらす。シイタケの石
づきを取り除いて半分に切る。

❷手羽先は関節部で２つに切
り、鍋の底に並べる。

❸手羽先の上に、レンコン、
ごぼう、しいたけを乗せる。

❹混ぜ合わせたAを入れ、しょ
うがを散らして中火にかける。
煮立ったら弱火にして 30 分
～ 35 分ほど煮る。

❺ごぼうが柔らかくなり火が
通ったら、フタを取って中火
にする。底から大きく混ぜな
がら煮汁をからめて完成。

ここがコツ！
手羽先の肉の少ない先端部は
ダシが出るので一緒に煮る。

A

レ
ン
コ
ン
と
手
羽
先
の

　
　
　
　
　
し
ょ
う
が
煮

kniko harvest festival of four seasons vol.7
ビタミンＣやポリフェ
ノールが豊富なので、風
邪やがん予防、動脈硬化
などにも効果があります。
食物繊維も多く、便秘解
消にも大活躍。複数の穴
から「見通しが
きく」と言われ
る縁起物です。

栄養士おすすめポイント

５年前から栽培が始まった「レンコン」ですが、県
本土で栽培されているのは錦江町だけ。９
月から収穫時期を迎え、来年２月頃まで

収穫が続きます。水圧を利用して浮き上がらせ
る独特の収穫法。これから冬にかけて糖度を増して
いきます。ＪＡ田代支所敷地内の「よいやんせ田代
市」でレンコンやレンコンパウダーを販売中です。

レンコンパウダーは

みそ汁や飲み物にも◎ レンコン錦江町産の

今回の食材提供 錦江レンコン部会 弓指 義洋 部会長
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Y am a b u n　　 　　　Bo o k　　　　 　New s

今月の新着本

軽い認知症の症状が現れ始めた元
刑事の藤巻。ある日、娘が藤巻の
元を訪れ、実習先の施設にいる老
人の身元を調べてほしいと相談を
持ちかけてくる。その老人もまた、
認知症で意思疎通ができなくなっ
ていた。藤巻は、老人の過去に隠
された恐るべき真実に近づいてい
く。2020年の江戸川乱歩賞受賞作。

わたしが消える　著：佐野 広実

話 題
いま話

・ ・
題のあの本

鬼から巫女を護衛する巫女守の甚太は、
前作で衝撃的なラストを迎えた。時は
流れ、時代は明治へ。近代化が進む明
治の世は、武士という存在を置き去り
にして進みつつあった。武士身分廃止
に帯刀の禁止――。鬼退治を生業とする
甚太はどう生き抜くのか。当館人気№
１の和風ファンタジーシリーズ第５巻。

鬼人幻燈抄 明治編 徒花　著：中西 モトオ

僕の神さま　著：芦沢 央

ヤフーニュースと本屋大賞が連携して運営する

文セ図
図書司書補が厳

・ ・
選する今月の１冊

　　　▶文化センター図書室（大根占）☎ 0994-22-0517　▶やまんなか図書室（田代）☎ 0994-25-2511
　　　▶開館時間：午前９時～午後５時まで（12 時～ 13 時閉館）▶休館日　文　毎週月曜（祝日の場合は翌日休館）　や　毎週火曜

図書室からのビッグでブックなお話です！

鬼滅の刃　ノベライズ
原作・絵：吾峠呼世晴　著：松田朱夏

ほげちゃんとおともだち
作：やぎ たみこ

水谷くんは学校中のみんなから頼りに
される名探偵。僕たちはトラブルが起
きると彼に相談する。だって水谷くん
は「神さま」だから。夏休み前、僕と
水谷くんはクラスの女子から相談を受
けるが、内容は意外なものだった――。
小学生の日常で起きた「悲劇」が胸を
えぐる、切なく残酷な連作ミステリー。

宇
宙
に
行
く
こ
と
は

地
球
を
知
る
こ
と

著
：
野
口
聡
一
／
矢
野
顕
子

お
と
な
に
な
る

　

の
び
太
た
ち
へ

マ
ン
ガ
：
藤
子
・
Ｆ
・
不
二
雄

子どもたちにオススメの本

※文＝文化センター図書室　や＝やまんなか図書室

や
ま
ん
な
か
図
書
室

文
化
セ
ン
タ
ー
図
書
室

い
ま
話
題
の
本
を
毎
月
ご
紹
介

やま図

絵
本

やまぶんブックニュース 年末年始で読みたい

本は 12/27 までに。

休館情報をチェック！

児
童
書

泣
き
た
い
私
は

　

猫
を
か
ぶ
る

著
：
岩
佐  

ま
も
る

欲
が
出
ま
し
た

著
：
ヨ
シ
タ
ケ
シ
ン
ス
ケ

鹿
児
島
の
歴
史
入
門

著
：
麓 

純
雄

オ
ー
ル
ド
タ
イ
ム
ズ

著
：
本
城 

雅
人

エ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ

著
：
佐
々 

涼
子

「ノンフィクション本屋大賞」が決定！

患者の最後の望みを叶えるため奮闘する、看取りのプロ
フェッショナルたち。その中のひとり、多くの患者を看取っ
てきた看護師が、すい臓がんに罹患した。著者は友人でも
ある看護師に寄り添い、在宅で死を迎える人と送る人たち
の姿を描きだす。誰もがかならず迎える、自分や家族の終
末期のあり方を考えさせてくれるノンフィクション。

202
0

年末年始の

休館情報
文化センター図書室
12/28 月～ 1/4 月
やまんなか図書室
12/28 月～ 1/5 火

が休館日です

大賞

今月号は与論開拓団の盤山入植の歴史
を特集させていただきました。きっかけ

は子どもたちが始めた与論との手紙交換。自分たちにで
きることを考え、行動に移した姿を知ってもらいたかっ
たからです。そこから与論町との姉妹盟約の歴史、開拓
団の苦難に触れました。満州開拓、盤山入植の歴史を
体験し、生きた声で伝えられる人はわずかです。先人
が数々の苦難を乗り越えたからこそ今がある。前例の
ないコロナ禍。必ず乗り越えられると信じます（今村）

編集後記

特集で取材させていただい
た有馬芳子さん。表紙の予
定ではなく、インタビュー
カットとして撮影させても
らった一枚です。標高が高

い大原盤山ではイチョウが色づき、記念碑を眺める芳子さんの
笑顔はすべてを包み込む温かさ…。本当に有難うございました。

［今月の表紙］

急
　
募

問総務課庶務係　☎０９９４－２２－３１１１

看護補助者（資格不要・パート可）
▶介護福祉士・ヘルパー２級資格取得者へ
は資格手当支給▶夜勤・早出・遅出手当支
給▶調整手当支給

薬剤師（常勤・パート）
▶資格手当支給　▶調整手当支給

看護師・准看護師（パート可）
▶夜勤手当支給▶調整手当支給

※すべての常勤職種において入職６ヶ月後、
赴任手当を支給します

肝属郡医師会立病院

調理師・調理員（見習い可）
▶調理師資格取得者へは資格手当支給
▶早出手当支給

調理補助（洗浄員　パート）
▶勤務時間・勤務形態については応相談

安心の 365 日・24 時間受付
家族葬、自宅葬から一般葬まで

なんぐう
愛・まごころ Lumiere

総 合 葬 祭

錦江町馬場 2142 番地 1（タイヨーさん隣）
℡（0994）28-3491・℡（0994）24-4444

「もしも…」の時。すぐ、お電話ください。
　　　　　　　　すぐ、お迎えに参ります。

県建設業協会大根占支部から避難所用品と図鑑寄付

鹿児島県建設業協会大
根占支部から、避難所
用パーテーションと、
町内６小学校に「土木
のずかん」３種類を寄
附しました。避難所運
営や、学校教育教材と
して活用していきます。

大
根
占
支
部 

桑
原
克
幸 

支
部
長
㊧

戸籍に関する情報は

ホームページ上では

掲載していません
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▶

■お問い合わせ番号一覧
・保健福祉課…………… ☎ 0994-22-3044
・地域包括支援センター…… ☎ 0994-22-3030
・鹿児島県司法書士会… ☎ 099-256-0335
・総務課 ･････････････ ☎ 0994-22-0511
・建設課 ･････････････ ☎ 0994-22-3033
・南大隅地区司法書士法律相談センター
　　　　　　　　……… ☎ 0994-22-1315

くらしの情報

地 区 戸 数 地 区 戸 数
城元 ２戸 麓 ２戸
馬場 ３戸 上部 ０戸
神川 １戸 大原 ０戸

宿利原 ０戸 川原 １戸
池田 ２戸 花瀬 ０戸

空き家バンク 登録情報

詳細情報は町ホームページをご覧ください
問合せ▶政策企画課　☎ 22-3032

（12月１日現在）

住民基本台帳法改正に伴い、外国人住
民も含まれます。

2020年12月１日現在
人口の動き

前月号比
人　口 ７，１８７人 （△12）

男 ３，３９１人 （△9）
女 ３，７９６人 （△3）

世帯数 ３，７６３戸 （△ 2）

転入・出生 18人
転出・死亡 30人

2020年11月１日～11月30日届出

※新型コロナの状況により健診以外は中止もしくは延期、内容を変更する場合があります
※ 12/11 のマミー運動教室と、12/24 のたんぽぽ教室は休みです。

内　　容 月　日 場　　所 受付時間 問
乳児健診 12月23日水 町総合交流センター 13:00～13:15

保
健
福
祉
課

母子相談・妊婦教室 12月24日木 町総合交流センター 10:00～11:30

３歳児健診 1月13日水 町総合交流センター 13:00～13:15

母子相談・ひよこルーム 1月14日木 町総合交流センター 10:00～11:30

ごっくん教室 1月15日金 田代保健福祉センター 9:30～11:30

子育て・各種教室

内　　容 月　日 場　　所 時　間 問合せ

無料法律相談 毎週月曜日
南大隅地区司法書士
法律相談センター

13:00～16:00 鹿児島県
司法書士会

行政相談・
心配ごと相談

12月22日火
１月14日木

田代保健福祉センター
役場本庁３階

9：00～12:00 総務課

いのちとくら
しの巡回相談

１月８日金
役場本庁１階 会議室

（住民税務課横）
13:00～16:00 保健福祉課

※�行政相談・心配ごと相談は日程が変更になる場合があります。事前にご確認ください。

相　談

大根占地区▶
・町営　京町団地…………………… ３戸
・公営　神川団地…………………… １戸
・町営　池田旧教職員団地………… ２戸
問合せ及び入居希望の方は本庁建設課
までご連絡ください。

（12月１日現在）

町営住宅 空き家情報

感染を恐れ医療機関の受診を控える傾向が強まってい
ます。過度な受診控えは健康上のリスクを高めます。

院内ガイドラインに基づいて徹底した感染予防対
策を行っていますので安心して受診してください。

自己判断での受診控えは慢性疾患の症状悪化に繋が
る危険も。まずはかかりつけ医に相談しましょう。

発熱や咳などの症状は新型コロナだけではありま
せん。受診控えは手遅れになる危険性があります。

受診控えは健康リスクを高める可能性が

医療機関では感染防止対策を徹底

具合が悪いときは、かかりつけ医に相談

持病の治療や予防接種など健康管理を

「上手な医療のかかり方」新型コロナ対策を踏まえた適切な受診

「コロナ禍でも医療機関で必要な受診を」 　錦江町役場 保健福祉課 ☎ 22-3041

✓

✓

✓

✓

個

個

個 …時間帯を分けて個別で行います

�諸事情により変更する場合があります。
ご利用の前にお問い合わせください。

休日の在宅当番医

最新の在宅当番医は肝属郡
医師会ホームページに掲載

（公財）肝属郡医師会ＨＰ▶

月　日 病　院　名 電話番号

12月 20日 長 浜 医 院 22-0137
12月 27日 じょうさいクリニック 24-2977
12月 29日
～１月 3日

肝属郡医師会立病院 22-3111

1月 10日 濱 畑 ク リ ニ ッ ク 25-2575
1月 11日 肝属郡医師会立病院 22-3111
1月 17日 藤 崎 ク リ ニ ッ ク 22-2238


